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序

昭和31年、宮田村における初めての学術調査が実施されて以来、昭和59年 ま

で14次 にわたる発掘調査をしてきた中越遺跡では、昭和62年から、西原土地区

画整理事業の進行にあわせて発掘調査を実施 し、記録保存をはかってきました。

平成 6年度も、その第14次調査 として、区画整理の第 I工区内の 2箇所で発掘

調査を実施 しました。この報告書は、そのうちの、中央グラン ドから東方の児

童公園 (ひ まわり公園)へ抜けるよう新設された、歩道部分の調査記録です。

昨年、調査地点の南西の道路部分の調査で縄文中期の集落の一部が発見され

ていましたが、調査の結果、幸いなことに縄文中期初頭の小量の遺物が発見さ

れただけでした。今回の工事によって遺構等が破壊されることはなかったわけ

で、それと共に、縄文中期の集落についての一定の情報を得ることができまし

た。

宮田村遺跡調査会会長友野良一先生をはじめとする、現場での作業にあたら

れた方々に感謝申し上げ、刊行の言葉とする次第であります。

平成 7年 3月 15日

宮田村教育委員会

教育長 ガヽ 林  守



例  言

1.本書は、平成 6年度に実施した、西原土地区画整理事業に伴う中越遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2.調査は、宮田村長の委託をうけ、宮田村遺跡調査会が実施した。

3。 年度内に刊行しなければならない必要もあって、報告書の内容は、資料を示すことに重′点を

おいてある。

4.本調査にかかわる記録や図面類、出土遺物は、宮田村教育委員会が保管している。
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退 跡の概観 と調査の経過

遺跡の立地

中越遺跡は、天竜川右岸に発達 した大田切扇状地の、北側の扇側部に位置し、扇端である天竜

川河岸から遺跡の中心部までは、約 l kmを 測る。この扇状地面は、小河川によって放射状に開析

され、い くつかの長峰状の台地の連なりとなってお り、遺跡の位置は、大沢川 と小田切川の間の

台地上の、大沢川がその侵食面を明確にし始める地′点でもある (図 1)。

大沢川 と小田切川の間に形成された台地の上面は、両河川の侵食等によって、様々な変化をみ

せているのだが、遺跡付近では、台地南縁に部分的に形成された低位面 と、北の広い高燥面 とで

構成されてお り、後者はさらに、やや低い南側 と、高い北側に分けることができる。

図 1 位置図 (5万分の 1)
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遺跡の範囲の台地上は、現在は東へゆるく傾斜する平坦面となっているが、今 日までの発掘調

査で、東流するいくつかの小さな流れや溝が確認されており、腐埴土層の厚さが極端に薄い地点

などもあることから、当初は、もう少し起伏に富んだ地形であったと想定される。昨年の、西で

の南北に走る道路部分の調査で、今回の調査地点あたりに東西方向の溝があることが確認されて

おり、それが東方の大きな溝にどのようにつながっていくのかも調査の課題であった。

遺跡付近の表土あるいは耕作土の下は、黒褐色土、褐色土、黄褐色土、を経て黄色土に移行す

るのが一般的であり、腐埴土の深い地点では、黒褐色土の上に黒色土が存在し、浅い地点では、

黒褐色土、次いで褐色土が欠けるかごく薄い。黄色土の下には、大田切扇状地を構成する拳大か

ら人頭大、さらにはひとかかえもある巨大な礫が存在しているのだが、腐埴土の浅い地点では、

それらの礫が表土下に顔を出している所もある。
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図 2 調査地点図 (「宮田村平面図」一平成元年12月 作成―をもとに作図)
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調査の経過

(|)調査 にいた る まで

昭和54年に策定された西原土地区画整理事業は、昭和62年に着工にいたり、現在 も継続中であ

るが、それに伴って埋蔵文化財を保存する必要が生 じたため、宮田村教育委員会では、宮田村遺

跡調査会 を組織 し、発掘調査 を実施 して記録保存を図ってきた。

本報告の平成 6年度の調査は、第14次西原地区埋蔵文化財発掘調査 として実施された。平成 6

年 6月 27日 、宮田村長伊藤浩を委託者、宮田村遺跡調査会会長友野良一を受託者、宮田村教育委

員会教育長小林守を立会人として委託契約を結び、契約では、埋蔵文化財の発掘調査 と報告書の

作成を業務内容 とし、平成 6年 6月 27日 から平成 7年 3月 15日 までを委託期間としている。

調査地点は、中央グラン ドと児童公園 (ひ まわ り公園)を 結ぶように新たに設けられた、歩道

部分 (区画整理 1号線)である (図 2)。

(2)調査 の組織

今回の遺跡調査にかかわる組織 と、現場の発掘調査に参加され、実際の作業をして頂いた作業

員の皆さんは次のとお りである。

◇宮田村遺跡調査会        ◇宮田村教育委員会       ◇調査参加者

会 長  友野 良一       教育次長  小林  修     小田切守正

委 員  片桐 貞治 (9月 まで) 係  長  原   寿     松下 末春

〃   平沢 和雄        係    小池  孝     木下 道子

〃   青木 三男                       酒井 艶子

〃   伊東 醇一                       林 美弥子

〃   唐木 哲郎

〃   加藤 勝美

〃   太田  保 (10月 から)

教育長  小林  守

(3)調査 の経過

現場における発掘作業 と遺物水洗作業は、平成 6年 8月 3日 から 9月 6日 まで実施 した。東西

に長い調査区の北 と南の縁辺に東西方向の トレンチを 2本入れたところ(図 3)、 北 トレンチの東

端に、以前村営住宅を建設したことにかかわるものであろう幾つかの黄色土まで達する掘 り込み

が発見されたものの、他の攪乱のない部分では目立った遺構は発見されなかった。従って、作業

は若千の遺物取 り上げとトレンチ発掘の状況を記録するだけで終わった。現場での作業が終了し
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図 3 調査状況図

たのは 8月 12日 。 9月 6日 までに遺物水洗など外作業 を終 えている。

整理作業は12月 から、同じ西原土地区画整理事業に伴う児童公園部分の整理に合わせて実施し

た。調査地点を、遺跡地に設定されているグリッド (昭和53年に設定されている10m方眼のグリ

ッド、今回もそのメッシュを使ったが、地区の呼称は、グリッド設定当時のものでなく「中越遺

跡発掘調査報告書」 (宮田村教育委員会1990)の ものを用いている。)で表わすと、BF列の22～ 27

グリッド (図 2、 3)と いうことになる。遺物の分類は、「中越遺跡発掘調査報告書」 (宮 田村教

育委員会1990)での基準と呼称をそのまま使用している。ただ、縄文中期の土器の時期区分につ

いては、「長野県史考古資料編 (四 )遺構 と遺物」に従った。

Ⅱ 遺構 と遺物

今回調査した範囲に土坑も含めた遺構はない。ただ、用地南西隅のB F22と B F23グ リッドの

境付近から小量の土器片 (図 4)が出土した。縄文中期初頭としていい土器群である。遺物が集

中して出土した付近の黄褐色土上面が浅 く窪んではいたが、土坑とまでは言い切れず、遺構につ

いてはその時期の遺物包含層があるという程度に止めたい。

用地北縁には西から東へ向かう浅い溝がある。耕作土直下に浅い砂の帯とその下面に若千の酸
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図 4 出土土器拓影図
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化 した鉄分が存在 したことによってそれとわかったものだが、それが B F24グ リッ ド西端で淀み

状に広が り、以東は耕作がその下まで及んでいるためか溝を検出することができなかった。伴出

する遺物がなく、当初浅い砂の帯を遺構 ととらえられなかったため、淀み状の部分 しか図示はで

きてない。これにかかわる工事の痕跡はな く、1亘常的な水路であったかは疑わしい。時期 も不明

である。

III とま

今回の調査では、中期初頭の小規模な遺物包含層と、時期や性格は不明な水が流れた痕跡が確

認された。このことは、今回の調査地点が、縄文中期の集落の範囲の中で、少なくも幅 8mの線

の中に目立った遺構がない部分であることを示している。

一方、今回調査した地点の南西には、縄文中期中葉を上限とするかなり密集した集落が接して

いることが確認され、南東の道路部分の調査でも、中期初頭まで遡る集落の一部が発見されてお

り、発掘によって、それらの集落の北側の限界が、今回調査 した地点よりも南であると決め得た

ことは、一つの成果として指摘されよう。ただ、今回調査 した地点の北で、住宅建築に伴う調査

の中で、縄文中期中葉の住居址が 1軒発見されており、集落から離れた位置に存在することにな

るこの住居址の性格や、そのような住居址が他にあるか否かは今後の課題となろう。
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